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代表取締役 齋 藤辰吉 様

国土交通大臣  林  寛 子

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法 88条第

1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法第 2条第九号及び同法施行令第

108条の 2(不 燃材料)の 規定に適合するものであることを認める。

言己

1.認 定番 号

「M―-9065

2.認 定をした構造方法又は建築材料の名称

クリヤラッカー塗装 ・天然木単板張 ・和紙張/パ ルプ ・ガラス繊維混入けい酸

カルシウム板

3.認 定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通 り

t恥



防火材井斗 第1章不燃材料絞特課副露ナダダ訪京考持暑A品松妻
オルシウム 89い受郷

認定年月日 :平成 2年 9月 11日
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1.主 たる用途 建 築物の壁又は天丼

2.試 験機関名 帥 日本建築結合試験所 受 託番号 田 C-88-125、 ⅢC一 灘-126

3.製 品の形状、寸法等
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厚 さ 63± 04  1 83± 04
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は 5 1 123± 05

4 1大  き き  l  a n l
10∞、1210(± 2)

2000、2420、2730、3030、3640、40001± 21

一鴨

，長

105± 015

重 量  ( k g

ア1 含 水 準 14以下 (出荷時)

8 ‐臨 げ 強 度 ( k g i  c f ) 100以上

4.防 火処理の概要 な  し

5.構 成 (組成)、断面図 (単位 nrn)

11' 表面化紅・……塗装天米木単板

厚さ0 3Elll、重量175g′
'nt

重量165gr―ポ
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を使用し、雪め付け位置は板端より10回m以全

側 とし、雪め付 'す間隔は者表の敷埴以下 とす

口1接 着工法 1茎のみ

主 として下地張 り上に取 り付
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タリヤーラ メ十一散,旨塗料

天然木化能単板
マ ミノ雪十酸 と二|レ系

は建設大巨宮房宮庁営篭部藍修 「建築工事共通仕様書」の第12章木工事第 7節 壁及び天丼下と
、勇1

と節軽量鉄骨天丼下地及び第 5節 軽量鉄骨茎下地並びに第18章肉装工事第 4節 石 こう
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阪張 りにより行なう。
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ム系又はニボキラ系
 !下 地 円 天

  丼

千こ塗布し、圧着養生する。

音併用工法

と '|を 併用する。
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